
カンボジアフェスティバル2015報告書 

カンボジアフェスティバル実行委員会 
２０１５年５月 

【写真】２０１５年４月２５日、開会式での記念写真。主催者、日本外務省、アセアン６カ国
の大使閣下、協賛企業各代表、各団体代表、カンボジア王立舞踊団の皆様 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 



１．実行委員長あいさつ 
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 カンボジアはフランス領保護国の後、１９５３年にカンボジア王国として独立しました。
そして１９５５年に日本・カンボジア友好条約に署名してから、本年で６０周年を迎えます。 
 
 カンボジアフェスティバル実行委員会（主催団体：特定非営利活動法人在日カンボジア
コミュニティ（CCJ）、共催：在日本カンボジア王国大使館、在日カンボジア留学生協会、
BMI Co., Ltd.およびカンボジアに強く関心を持つ個人で結成）は、この友好条約を記念し
て、２０１５年４月２５、２６日、東京・代々木公園において、日本で初めての「カンボジア
フェスティバル２０１５」を開催しました。   
 
 初日の開会式と二日目の開始式には、日本国外務省の外務大臣政務官、外務省南
部アジア部長、在日本カンボジア王国大使閣下、ラオス大使閣下、マレーシア大使閣下、
シンガポール大使閣下、タイ王国大使閣下、ベトナム王国大使閣下、元駐カンボジア王
国日本大使閣下、そして協賛企業代表、日系企業代表、NGO、NPO法人団体代表など、
多くのご来賓の皆様に出席頂き、大変素晴らしい式となりました。 
 
 各ブースでは、カンボジア料理の屋台、カンボジアで活躍するNPOや企業によるブー
ス出店など、多くの方にご参加頂きました。ステージではカンボジアから来日した王立舞
踊団の優美でたおやかな舞に魅せられて、また、カンボジア芸能人は、歌と踊りを若い
力で元気良く披露してくださりました。そして、スペシャルゲストとして日本のコメディアン
が登場したり、日本のNPO団体によるオーケストラ演奏、カンボジア人留学生の歌、在
日カンボジア人によるファッションショーなど、多彩なイベントが会場を彩りました。二日
間とも大盛況で、日本の皆さんもちろんですが、在日カンボジア人、日系企業の皆様、
外国籍の皆様など多くの方々に、このフェスティバルを通じて、カンボジアの歌、踊り、音
楽、食べ物、日常品、文化を知っていただき、体感していただくことができました。 
 
 日本とカンボジアの友好は、平和を保つことや、互いの経済発展、そして私たちの生
活をより良くすることにも繋がります。この機会に、カンボジアを身近に感じて、日本とカ
ンボジアの距離を縮めることができ、実行委員や出演者、関係者の願いが形になりまし
た。ご協力いただいた皆様方に心より感謝し、今回のカンボジアフェスティバル２０１５が
無事、大盛況で大成功に終えられたことにつき、深く御礼を申し上げます。 
 
 そして、来年も是非カンボジアフェスティバルを開催できるように、今回と同様のご支援、
ご指導、ご協力を賜りますよう、実行委員会一同宜しくお願い申し上げます。 
 
 

実行委員長 伊佐リスレン 



タイトル カンボジアフェスティバル２０１５ 

開催日時 2015年4月25日（土）、26日（日）10：00～19：00 入場無料、雨天決行 

会場 
代々木公園ケヤキ並木 
東京都渋谷区神南２－１ 

主催 （特活）在日カンボジアコミュニティ 

共催 
在日カンボジア王国大使館 
在日カンボジア留学生協会 
Ｂ.Ｍ.Ｉ Ｃｏ., Ｌｔｄ.  

協賛 

三井物産株式会社 
イオンモール株式会社 
株式会社マルハン 
三菱商事株式会社 
一般財団法人民音コンサート協会 
株式会社ノジマ 
株式会社三井住友銀行 
株式会社日本開発政策研究所(ＪＤＩ) 
凸版印刷株式会社 
一般社団法人日本ＡＳＥＡＮ産業経済交流協会 

後援 外務省 
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２．開催概要 

スポンサーの皆様 



 在日本カンボジア王国特命全権大使からのカンボジアフェスティバル開催依頼の下、
在日カンボジアコミュニティ代表の伊佐リスレン氏が発起人となり、カンボジアフェスティ
バルを開催したいという有志が２０１４年１２月２９日に在日本カンボジア大使館に集結し
ました。しかしながら、代々木公園で開催するような大規模なフェスティバルは、カンボジ
アにとって初めての試みであり、それに携わる人々もまた初めての経験でした。 

 

 第１回目の会議では、このカンボジアフェスティバルは、私たちにとって初めての取り
組みであるため、小規模でも良いから皆で協力して開催しようということになりました。 

 

 ２０１５年１月３１日の第２回会議において、カンボジアフェスティバル実行委員会が結
成され、実行委員長として在日カンボジアコミュニティ伊佐リスレン代表、副委員長とし
て在日カンボジア留学生協会シム・ダリー代表が就任しました。また、主催は在日カンボ
ジアコミュニティ、共催は在日本カンボジア王国大使館、在日カンボジア留学生協会、有
限会社BMIとなりました。 

  

 実行委員は、フェスティバル企画運営の経験のないカンボジア人と日本人が試行錯誤
しながら、それぞれが持っている知識・技術を発揮し、カンボジアつながりを駆使して協
力者を少しずつ増やしていきました。 

 

 実行委員会の会議は、大使館員の司会進行で進められ、基本的にクメール語で行わ
れたことからもわかるとおり、カンボジア人を中心に企画運営が行われました。それを
フォローする形でクメール語を理解する日本人達がコーディネートし、それぞれの実行
委員が主体的に活動できる環境づくりを進め、４ヶ月弱という短い期間で準備を進めて
いきました。 

 

3 

３．開催に至った経緯 

【写真】 大使館での実行委員会の会合の様子。毎回大使館のご厚意で会合の会場を提供
していただき、大使館員の皆さまにも出席いただくなど、多大な協力をいただいた。 



２０１４
年 

１１月 カンボジアフェスティバルの開催を決定 

１２月下旬 カンボジアフェスティバル実行委員会設置 
在日カンボジア大使館にて、第１回実行委員会会議の開催 

２０１５
年 

１月上旬 出店者の申し込みの開始 

１月下旬 第２回実行委員会会議の開催 
ステージイベントの出演者募集の開始 

２月中旬 第３回実行委員会会議の開催 
カンボジアから６人の芸能人の出演決定 

２月下旬 協賛企業の募集開始 
カンボジアフェスティバルのチラシの配布開始 
親善大使としてカンボジア初のプロゴルファー、チャンリナ選手決定 

３月上旬 外務省の後援が決定 
公式ホームページの公開 

３月中旬 出店者の申し込みの締め切り 

３月下旬 カンボジアフェスティバルチャリティーイベントの開催 
第４回実行委員会会議の開催 
協賛企業の募集締め切り １０社協賛決定 
ボランティアの募集開始 
スペシャルゲスト猫ひろしさんの出演決定 

４月上旬 第５回実行委員会会議の開催 
カンボジアフェスティバル ポスターの配布開始 
出店者への説明会の開催 

４月中旬 カンボジア王立舞踊楽団のステージ出演決定 
出店者向け説明会の開催 
開会式の出席者の決定（中根外務大臣政務官、アセアン各国大使、
協賛企業、NPO団体等） 
第６回実行委員会会議の開催 
当日のパンフレットおよびスタッフTシャツの作成完了 

４月２５-２６
日 

カンボジアフェスティバル当日 

５月下旬 報告書作成 
反省会の開催 
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４．開催までのスケジュール 
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５．運営体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主催：特定非営利活動法人在日カンボジアコミュニティ 

共催：在日本カンボジア王国大使館 

   在日カンボジア留学生協会 

   有限会社Ｂ.Ｍ.Ｉ 

●各担当者 

・統括（石﨑） 

・ステージ担当（松橋） 

・ブース担当（萩原） 

・スポンサー担当（中嶋） 

・保険（中嶋） 

・ボランティアスタッフ担当（望月） 

・広報担当 

 ーチラシ（望月） 

 ーポスター（井伊） 

 ーパンフレット（井伊） 

 ーFacebook（石﨑・井伊・森山） 

 ーWEB サイト（森山） 

・会計 

 ー口座管理（伊藤） 

 ー集計（井伊） 

・記録（大森） 

・司会進行（上村・藤原） 

 

●実行委員会 

・委員長（伊佐リスレン） 

・副委員長（シム・ダリー） 

・実行委員（２４名） 

 

 

●ボランティアスタッフ（７１名） 

 

●後援 

 外務省 

 

 

●協賛企業（１０社） 

 

 

カンボジアフェスティバルの開催にあたり、企画・事前準備の段階から多くの実行委員がそれぞ
れの役割分担に応じて主体的に活動しました。また、フェスティバル当日は、多くのボランティア
スタッフによって支えられ開催することができました。 



２５日（土） ２６日（日） 

10：50－12：00 開会式 11：00－11：30 二日目開始式 

12：00－13：00 カンボジア王立舞踊団による 
伝統舞踊 

11：40－12：40 カンボジア王立舞踊団、ＳＡＫＡ
ＲＡＫなどによる伝統舞踊 

13：00－14：00 ＮＰＯ法人ワールドシップ 
オーケストラ演奏 

13：00－14：00 ＮＰＯ法人ワールドシップ 
オーケストラ演奏 

14：00－14：30 カンボジアファッションショー 14：00－15：00 カンボジアファッションショー 

14：30－15：00 スペシャルゲスト 15：00－16：00 カンボジア王立舞踊団、ＳＡＫＡ
ＲＡＫなどによる伝統舞踊 

15：00－16：15 カンボジア芸能人による 
歌のパフォーマンス 

16：00－16：30 カラオケのど自慢 

16：15－17：15 カンボジア王立舞踊団、 
ＳＡＫＡＲＡＫによる伝統舞踊 

16：30－17：30 ＮＰＯ法人ワールドシップ 
オーケストラ演奏 

17：15－17：30 カンボジア芸能人による 
歌のパフォーマンス 

17：30－17：40 閉会の挨拶 
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６．ステージプログラム 

【２５日開会式】  

 フェスティバル開催に伴い実行
委員長と駐日カンボジア王国大
使からの挨拶の後に、本フェス
ティバルの成功と安全を祈願して
伝統舞踊の祝福の舞「ロバム・
チュンポー」が披露された。続い
て、外務省南部アジア部部長の
山田滝雄様、元駐カンボジア王国
日本大使の今川幸雄様など、カン
ボジアと縁深い来賓の方から、心
のこもった祝辞が述べられた。来
賓代表と主催者らによるテープ
カットを行い、在日カンボジア人が
主体となって取り組む国内初のカ
ンボジアフェスティバルが幕を開
けた。 (C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 
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６．ステージプログラム 

【２６日開始式】 

 二日日も晴天に恵まれ、カンボジアフェスティバル２０１５の開催２日目を記念して開始式が執
り行われた。実行委員長の挨拶の後、フェスティバル後援の外務省より外務大臣政務官 中根幸

一氏が祝辞を述べられた。続いてご来賓のおもてなしと、本フェスティバル二日目の成功と安全
を祈願して伝統舞踊の天女の舞「アプサラ」が披露された。 

【カンボジア王立舞踊団】 

 カンボジアから来日した王立舞踊団５名による舞は、代表的な古典舞踊の天女の舞「アプサ
ラ」を始め、日本とカンボジア友好条約調印６０周年にふさわしい両国の国旗をモチーフにした扇
子を使った「友情の舞」や、観る人も踊りたくなる民族舞踊の「ココナツダンス」が披露された。普
段観ることのできない王立舞踊団の踊りは、多くの聴衆を魅了した。 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee (C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 
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６．ステージプログラム 

【カンボジア舞踊教室SAKARAK】 
 SAKARAK（サカラッ）は、プノンペン芸術大学付属芸術学校古典舞踊科を卒業した山中ひとみ
さんの率いるカンボジア舞踊グループ。生徒による幾千万の花の踊り「ボパー・ロケイ」と、戦争
や自然災害の平定を祈願した奉納舞踊「タヤエ」が山中ひとみさんによって披露された。 

【在日カンボジア舞踊ペア 久郷ポンナレットさん、伊東クリスナさん】 

 戦争体験を通じて平和活動に力を注いでいる久郷ポンナレットさんは、カンボジアの伝統舞踊
にも力を注ぎ、同じカンボジア出身の舞踊パートナーでる伊東クリスナさんとともに、各地で舞踊
公演も行っている。当日披露した民族舞踊「ロバム・ケーン」は、スタントレン州に住む少数民族
の若い男女がお正月の時に、この踊りを通じて出会い、花輪をかけたケーンという楽器を吹きな
がら男性が女性に近づきセレナーデを演奏し、互いに恋に落ちる様子を表現した踊りである。 
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６．ステージプログラム 

【NPO法人ワールドシップ】 
 「ワールドシップオーケストラライブ」は、会場の皆さんにオーケストラを身近に感じてもらうス
テージとなった。カンボジアで誰もが口ずさめる大人気曲「アラピヤ」や、モーツアルトの「トルコ
行進曲」、ベートーベンの「運命」を演奏。２６日は、ステージのトリを務め、オーケストラの「アラピ
ア」の演奏に合わせて会場とステージが一体となってお客さん、ボランティア、実行委員の皆が
踊り歌い楽しんだ。 

【カンボジア芸能人によるパフォーマンス】 
 カンボジアのお正月に合わせて来日した芸能人による歌唱パフォーマンス。男女二人による演
出「トム・ティヴ」は、カンボジア版ロミオ＆ジュリエットで、実話に基づいたカンボジア人に大変親
しみのある物語である。日本の曲「長崎は今日も雨だった」をカンボジア語で歌い、ダンスではカ
ンボジア人が好きなマディゾンステップも披露するなど、曲間の司会と芸能人とのコミカルな掛け
合いも会場を賑わせた。１日目のステージの締めくくりとして日本のお別れの挨拶を歌詞にした
「Sayonara」を熱唱し、２日目への期待を感じさせる心地よい余韻を残してくれた。 
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６．ステージプログラム 

【スペシャルゲスト：猫ひろし】 
 カンボジア国籍を取得したマラソン選手としても知られるお笑い芸人の猫ひろしさんがカンボジ
アフェスティバルの応援に来てくれた。カンボジア代表のマラソン選手として、カンボジアで日々
訓練に励んでいる話、生活習慣の違いで驚いたこと、同じカンボジア代表選手の話題としてフェ
スティバルの親善大使であるカンボジア人女性プロゴルファー チャン・リナさんの話も出た。後
半は猫ひろしさん応援のため、K-1選手の天田ヒロミ氏、ノブ ハヤシ氏がかけつけてくれ、終盤
ではカンボジア芸能人とカンボジアダンスを踊ってステージを盛り上げてくれた。 

【カンボジア衣装ファッションショー】 
 実行委員有志によるカンボジア民族衣装のファッションショー。音楽にのせて学生服、山岳民
族、お寺へのお参りの衣装、結婚式参列衣装、花嫁花婿衣装等、各衣装をテーマ別に紹介する
ファッションショーを開催。国際美容ボランティア協会（IBVA）の丸山裕太さんらプロのヘアメーク
アップ術でモデルたちがより美しく変身しステージを歩いた。ショーの最後には、モデルたちと輪
になってカンボジアのダンスをして皆交流を楽しんだ。 
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６．ステージプログラム 

【カラオケのど自慢】 
 （特活）在日カンボジアコミュニティのメンバーや在日カンボジア人留学生協会のメンバーがカ
ンボジアの歌でステージを盛り上げた。男女のペアで歌う「Holiday」では、お客さんや実行委員も
ステージに上がり、歌に合わせて一緒にダンスを楽しんだ。 

【子どもたちによる歌・ダンス】 

 フェスティバルの主催団体、（特活）在日カンボジアコミュニティメンバーの子どもたちが、王立
舞踊団の演目の間に可愛らしい歌や踊りを披露してくれた。歌はカンボジアで誰もが知る「アラ
ピヤ」。踊りは伝統舞踊の一つ「ロバム・チュンポー（祝福の舞）」。一生懸命歌い、踊った子ども
たちの愛くるしい姿が、多くの聴衆を惹きつけた。 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival 

Executive Committee 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival 

Executive Committee 
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７．ブース出店（物販） 

【 IKTT Japan (クメール伝統織研究所) 】 
IKTT Japanはカンボジア現地で設立された
IKTTと代表の森本氏を日本から支援する有
志の団体です。森本さんの著書や、IKTTの商
品、シルクハンカチ、シルクストール等を販売。 

【クロマーツアーズ】 

カンボジア全土の旅行、ホテル、視察、イン
ターンシップ等を手配・提供する専門旅行会社。
フェスティバルでは、カンボジアで働きたい、興
味がある人向けの無料相談コーナーを設置し、
たくさんの来場者の方の相談を受けました。 

【KURATA PEPPER＆（特活）Nature Save 
Cambodia Japan (NSCJ) 】 内戦の影響で生
産量が激減したカンボジア産の胡椒を復活さ
せた倉田氏。生産から販売まで全て自社で手
掛ける胡椒は、カンボジアのお土産品として
大人気。今回は、その胡椒関連商品を販売。 
 NSCJはカンボジアの地雷原をオーガニック
コットンで再生し、命をつなぐという理念で活
動する団体。100％オーガニックコットンのフェ
アトレード製品を販売。 

【（特活）織の海道（クメールシルクセレクト）】 
染織文化の継承と発展、国際的な文化向上へ
の寄与を目的に活動する団体。フェスティバル
では、カンボジアの教育支援に携わる「宝石の
笑顔カンボジアセレクト」の商品等と販売。 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 
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７．ブース出店（物販） 

【国際協力NGO風の会】 
風の会は、カンボジアへの教育支援を行う学
生団体。毎年2回現地に渡航して活動します。
ブースでは、カンボジアの特産品を販売し、売
り上げは教育支援活動に使います。 

【グローバルファミリーの会】 
カンボジアの首都プノンペンのスラム街にある
託児所の支援を行う団体。ポーチや動物のス
トラップ等のフェアトレード商品を販売。 

【（特活）カムカムクメール】 
子どもたちの健康を守るため、カンボジアで歯
科衛生教育活動を行う団体。ブースでは活動
紹介や「噛むカムチェックガム体験コーナー」
等のワークショップも開催しました。 

【カンボジアに映画館を作ろう！ 】 
（特活）CATiCによる出店。映画を通して子ど
もたちの未来の可能性を広げたいという理念
のもと、移動映画館の活動を行う。ブースでは
クイズ形式で団体の活動を紹介しました。 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee (C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 
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７．ブース出店（物販） 

【 （特活）地球の木】 
地球の木はCambodia Women’s Crisis Center
（CWCC）への支援を行う団体。ブースでは活
動内容の紹介と、人気ブランド「Smateria」商
品を販売。 

【 PHKaa PHKaa ＆non style 】 
PHKaa（プカー）とはカンボジア語で花の意味。
カンボジアで栽培されたトウモロコシの皮を再
利用して造花を作り、商品として販売。Non 
styleはPHKaaの造花を使ったヘアアクセサ
リー、雑貨を制作、販売しました。 

【 sui-Joh／CHA×JAPAN 】 
Sui-Johは、カンボジア人テイラーと協業し、カ
ンボジア発のブランド・sui-Johを運営、シャツ
や鞄などの商品を販売。 
CHA×JAPANはカンボジアのNGO, 
Cambodian Handicraft Asscociation(CHA)の
商品を日本で促進・販売する団体。 

【アンデ×時代屋】 
時代屋はアンデと協働で会社を設立し、今年
5月にプノンペンに「Café Ande」をソフトオープ
ンする。フェスティバルでは、抹茶やかぼちゃ
など様々な味が楽しめる京都で有名なデニッ
シュ食パンを販売。 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee (C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee (C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 
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７．ブース出店（フード） 

【国際協力NGO風の会】 
カンボジア朝ごはんの定番メニューのボボー
（お粥）、かぼちゃケーキ、タイガービール、シ
ンハービールを販売。 

【クメールBBQ】 
レモングラスとターメリックなどのハーブで
味を付け込んだ肉（鶏、牛）の串焼きは、カ
ンボジア屋台の定番。生ビールも販売。 

【こーさんのうち】 
今回唯一のキッチンカー出店。カンボジアカ
レーや、バーイ・サイ・チュルーク（豚肉のせご
飯）、バナナちまきを販売。飲み物メニューも、
レモングラスジンジャーティーやマンゴーアッ
プルジュースと充実のラインナップで大人気!! 

【カンボジアのママ】 
本格的なカンボジア料理を提供。 
●ノン・バンチョック（そう麺）とスープ 
●クイティオ（ライスヌードル） 
●揚げ春巻き 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee (C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 
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７．ブース出店（フード） 

【インドシナボランティア】 
ラープ（ハーブのスパイシー肉炒め）ともち米、
スパイスチキンとご飯セット、手作りソーセー
ジ、調理の難しい本格クメールデザート・ロー
ト・ドーン（ココナッツミルクのデザート）を販売。 

【サムレツセレイ】 
カンボジア風お好み焼きのバンチャエウ、ノン
パン・パテー（バケットサンドウィッチ）、揚げ春
巻き、チャー・クルアン（鶏肉のスパイシーハー
ブ炒め）を販売。 

【アンコールワット】 
日本にあるカンボジア料理の老舗、代々木・アンコールワットが出店。カンボジアの代表的な
料理のアモック（鮭のココナッツスパイシー蒸し）、カンボジア風さつま揚げ、イカボール油揚
げ、タマリンドジュース、カボチャケーキを販売。二日間とも大行列の人気店でした。 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 



17 

７．ブース出店（その他） 

【本部】 
本部では、フェスティバル全体運営のほか、カンボジアに進出する企業向けにクラタペッパーの
倉田氏とクロマーツアーズの西村氏による講演会を行いました。 

【衣装体験・写真撮影】 
（特活）国際美容ボランティア協会（IBVA）は、カンボジアを中心とした途上国で美容技術の習得
による自立支援を行っています。今回は、ファッションショーのモデルたちのヘアメイクを担当し、
また一般の来場者の方にもカンボジアの伝統衣装の体験していただきました。 

【大使館】 
大使館ブースでは、ご来賓の皆さまとのウェルカムランチパーティーを開催したほか、シルクス
カーフなど様々なカンボジアの工芸品を展示・販売しました。 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 
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８．イベント制作物 

チラシ 
（A4片面・・・1,000部） 
（A4両面・・・5,000部） 

会場配布パンフレット 
（A４両面印刷二つ折り・・・20,000部） 

ポスター 
（A2片面・・・100部） 

フェスティバルTシャツ 
三菱商事株式会社様からの協賛により作成 
（S〜3Lサイズ 合計60着） 



＜新聞＞ 

朝日新聞（４月１２日朝刊掲載） 

http://www.asahi.com/sp/articles/ASH3S465JH3SUTIL019.html 

 

＜ラジオ＞ 

文化放送  MAU LISTEN TO THE EARTH    http://www.joqr.co.jp/mau/ 

２０１５年４月２２日(水) 21:30～22:00 

 

＜雑誌＞ 

・日経BPナショナルジオグラフィック 

              http://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/web/15/352321/040200001/ 

・Krorma magazine  http://krorma.com/event/cambodiafestival2015/ 

・NyoNyum            http://nyonyum.net/archives/10011 

・ソトコト（7月号） 

・NyoNyum（7月号） 

 

＜WEBサイト＞ 

・Yahoo    http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20150424-00000003-gnasia-asia 

・nifty     http://news.nifty.com/cs/world/worldalldetail/gna-20150424-1834/1.htm 

・Infoseek   http://news.infoseek.co.jp/article/globalnewsasia_18334 

・excite       http://www.excite.co.jp/News/world_g/20150424/Global_news_asia_834.html 

・Tripping    http://tripping.jp/asean/cambodia/22576 

・Global News Asia    

                 http://www.globalnewsasia.com/article.php?id=1834&&country=6&&p=1#photo 

・マイナビ    s.news.mynavi.jp/news/2015/04/24/337/ 

・sabay(カンボジア)    http://news.sabay.com.kh/article/291960 

・公益財団法人 かながわ国際交流財団     http://www.kifjp.org/kcns/news/4743/ 

 

＜Facebook＞ 

 いいね! １，４３９件 (５/１現在) 
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９．広報実績 



＜プレイベント＞ 

・チャリティーカンボジア語講座（3/21・神楽坂） 

 カンボジアレストラン・バイヨンにおいて、カンボジア料理に関するカンボジア語講座を開催 

・カンボジアデーby La’豆（4/19・仙台市） 

 カンボジア料理や伝統舞踊を通じてカンボジアの文化に触れるチャリティーイベント 

 

＜チラシ＞ 

 A4版のチラシを、以下の場所に設置させていただきました。 

・在日本カンボジア王国大使館 

・東京メトロ明治神宮前駅 

・神奈川県国際課 

・神奈川県立地球市民かながわプラザ 

・公益財団法人かながわ国際交流財団 

・さがみはら国際交流ラウンジ 

・大和市国際課 

・大和市国際化協会 

・大和市学習センター 

・平塚市スマイル広場 

・公益財団法人アジア福祉教育財団難民事業本部 

・カンボジア料理レストラン アンコールワット（代々木） 

・カンボジア料理レストラン バイヨン（神楽坂） 

・カンボジア料理レストラン アンコールトム（町田） 

・Pepper’s Drive-in（平塚市） 

・Lumba Lumba Cafe（代々木） 

・Dipanya Thai Store（平塚市） 

・肉のユーダイ（平塚市） 

・愛川東中学校（神奈川県愛川町） 

・横内団地（平塚市） 

・在日カンボジアコミュニティお正月イベント 

・在日カンボジア留学生協会お正月イベント 

・国際美容ボランティア協会関係団体（理美容室１５件、飲食店５件、大学１件、マッサージ店１

件） 
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９．広報実績 

写真はカンボジア語
講座の様子（3/21） 



＜ポスター＞ 

 A2版のポスターを１００部作成し、以下の場所に設置させていただきました。 

・在日本カンボジア王国大使館 

・カンボジア料理レストラン アンコールワット（代々木） 

・神奈川県立地球市民かながわプラザ 

・公益財団法人かながわ国際交流財団 

・さがみはら国際交流ラウンジ 

・大和市国際課 

・大和市国際化協会 

・大和市学習センター 

・平塚市スマイル広場 

 

＜パンフレット＞ 

 A4版二つ折りのパンフレット２万部作成し、カンボジアフェスティバル会場で配布しました。 

 

＜親善大使＞ 

チャン・リナ選手(カンボジア王国プロゴルファー) 

幼少期から家族と共に日本で育ち、現在はプロゴルファーとして２０１６年のリオオリンピックを目
指しています。 
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９．広報実績 

【写真】親善大使のチャン・リナ選手。様々な広報活動に携わった。 



 このフェスティバルの大きな目的は、日本とカンボジアをつなぐことでした。日本・カンボジア友
好条約は、次の内容を掲げています。 

第一条、両国間の永久の平和及び永続する友好関係を維持するものとする。 

第四条、両国間の経済的、財政的、技術的及び文化的協力関係を強化することを目的とする諸
協定を締結するため、交渉を開始するものとする。両締約国は、科学及び産業の分野
における知識及び技術上の経験の交換を容易にするため努力するものとする。 

 この友好条約の内容を体現するかのように、在日カンボジア人と日本の若い皆さんたちが中
心になってフェスティバルを実現させた実行委員会は、理想的な集まりでした。 

 

 初めてのフェスティバル開催であったため、全体的に問題点が多くありました。例えば、開催日
程の決定、実行委員会の体制作り、役割分担、広報資料の意見多数のため、予定納期より大
幅に遅れたり、連絡不足で誤解が生じたりしました。また、伝達が不十分で会計が大幅にずれる
など、多くの方にご迷惑をかけたことも現実です。しかし、一人一人が自分の仕事に責任を持ち、
必死に努力したのも、事実です。一人で何役もこなし、懸命に徹夜までして頑張ったことで、実行
委員の心が一丸となったことを肌で感じました。今回の反省点は、今後改善できることです。大
切なのは、仲間意識がどれだけ共有できるか、理解があるかだと思います。そしてこの報告書に
は、今後のためのヒントが、沢山あるはずです。 

 

 改めて、共催の皆様が実行委員となり、様々な問題を改善して不可能だったものが可能になっ
たことを誇りに思います。さらに今後、より本格的な様々なことが可能になるのは夢ではないこと
を、今回ある程度証明できたとも言えます。本当に良い仲間と一緒に実現できて、胸が熱く、感
謝するばかりです。本当に、ありがとうございました。 

実行委員会を代表して、伊佐リスレン 
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おわりに 

【写真】カンボジアフェスティバル実行委員と運営ボランティアの皆さん 

(C)Masato Omori/Cambodia Festival Executive Committee 


